
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 文教大学 
設置者名 学校法人 文教大学学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

教育学部 

学校教育課程 
夜 ・

通信 

 

 

１５ １５ １３  

心理教育課程 
夜 ・

通信 
１４ １４ １３  

人間科学部 

人間科学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

臨床心理学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

心理学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

文学部 

日本語日本文学科 
夜 ・

通信 
１４  １４ １３  

英米語英米文学科 
夜 ・

通信 
１４  １４ １３  

中国語中国文学科 
夜 ・

通信 
１４  １４ １３  

外国語学科 
夜 ・

通信 
１４  １４ １３  

情報学部 

情報システム学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

情報社会学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

メディア表現学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  

国際学部 

国際理解学科 
夜 ・

通信 
６ ８ １４ １３  

国際観光学科 
夜 ・

通信 
６ ８ １４ １３  

健康栄養学部 管理栄養学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４ １３  



  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
 １４ １４  １３  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
学園 Web サイトに PDF ファイルを掲載・公表。 

 https://www.bunkyo.ac.jp/guide/torikumi/pdf/jitsumukakyouin.pdf 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 文教大学 
設置者名 学校法人 文教大学学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

学園 Web サイトに掲載・公表。 

https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/yakuin.htm 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 （株）電通 営業局長 
2017/4/1 

～2021/3/31 

広報戦略・学園校友

会・寄附 

非常勤 学校法人森村学園監事 
2017/4/1 

～2021/3/31 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
公益社団法人神奈川県 

栄養士会理事 

2017/4/1 

～2021/3/31 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 （株）文教センター 会長 
2017/4/1 

～2021/3/31 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 文教大学 
設置者名 学校法人 文教大学学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

 全ての授業科目について授業計画（シラバス）を作成し、Web で公表している。 

 授業計画を確実に計画・公表するために、Web シラバスシステムの入力必須項目として、

授業の方法及び内容・到達目標・成績評価の方法や基準を入力する欄を設け、さらに一般

授業（ゼミナール・教育実習等を除く）には 15 回分の授業計画を入力する欄を設けている。 

 

授業計画書の公表方法 https://www.bunkyo.ac.jp/guide/syllabus.htm 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学修の成果にかかる評価に当たっては、授業ごとにシラバスであらかじめ明示し、その方

法・基準に基づき単位を与えている。 

 

 例） 成績評価の方法 

  「授業への出席を基本として、期末課題 70%、授業内の提出物や参加態度 30%の割合

で、総合的に評価する。」 

 

 例） 成績評価の基準 

  「AA（100～90 点）（自分なりの問題意識をもち、課題を的確に理解し、授業に積極的に

参加している。授業の目的が十分達成されている）、A(89～80 点)(自分なりの問題意識をも

ち、課題を的確に理解し、授業に積極的に参加している)、B（79～70 点）（授業参加、提出

物については問題ないが、課題の理解力がやや不足している。）、C（69～60 点）（授業に参

加しているが、課題の理解力が不足している）」 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 全学部共通の GPA 計算式を定め、学生向けに配布している冊子「履修の手

引き」の中で公表している。 

 GPA・成績分布データを元に成績不良者を把握し、あらかじめ作成・公表した

一定の基準を下回る学生に対して個別面談を行うなどの具体的指導に生かし

ている。 

 

【成績評価の換算】 

ＡＡ＝4 ポイント、Ａ＝3 ポイント、Ｂ＝2 ポイント、Ｃ＝1 ポイント 

Ｄ（不合格）・Ｅ（欠席）・Ｆ（無資格）＝0 ポイント 

 

【ＧＰＡ算出方法】 
     （4×ＡＡ修得単位数+3×Ａ修得単位数+2×Ｂ修得単位数+1×Ｃ修得単位数） 

ＧＰＡ＝ 

履修登録単位数の総合計（評価Ｄ・Ｅ・Ｆを含む） 

 
客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/rules.htm 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 卒業の認定に当たっては、学部・学科それぞれにおいて「学位授与の方針：デ

ィプロマ・ポリシー」を策定し、Web 公開している。 

 教育学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/edu_policy.htm#01 

 人間科学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/human_policy.htm#01 

 文学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/liter_policy.htm#01 

 情報学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/info_policy.htm#01 

 国際学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/inter_policy.htm#01 

 健康栄養学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/health_policy.htm#01 

 経営学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/business_policy.htm#01 

 

 各学部・学科で定めた「学位授与の方針：ディプロマ・ポリシー」にのっとり、卒

業の認定を実施している。 

 
卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https:// ＜上欄学部学科別 Web ページ＞ 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

 

学校名 文教大学 
設置者名 学校法人 文教大学学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 
貸借対照表 https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/pdf/H30zaimu.pdf#page=20 
収支計算書又

は損益計算書 
https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/pdf/H30zaimu.pdf#page=9 

財産目録 
https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/planreport_pdf/H30_jigyouhouk

oku.pdf#page=65 

事業報告書 
https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/planreport_pdf/H30_jigyouhouk

oku.pdf 

監事による監

査報告（書） 
https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/planreport_pdf/H30_jigyouhouk

oku.pdf#page=75 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：事業計画書 対象年度：2019 年度） 

https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/planreport_pdf/2019_jigyoukeikaku.pdf 

中長期計画（名称：学園経営戦略『文教アクションプラン 2021』 
対象年度：2018-2021 年度） 

https://www.bunkyo.ac.jp/gakuen/strategy06.htm 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：Web 公開 

https://www.bunkyo.ac.jp/guide/torikumi/o_self.htm 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：Web 公開 

大学基準協会による評価結果ならびに認証評価結果 
https://www.bunkyo.ac.jp/guide/torikumi/pdf/kekka_university_2016.pdf 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

 
教育学部 

 

 
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
教育学部は、本学の建学精神に則って、有為な教育者を育成することを

目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/edu_policy.htm#01   
教育学部は、専門家としての「教育力」と「人間力」を備えた教育者の養成を

目的とし、各課程の教育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた

学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．教育に求められる社会の要請を理解し，様々な教育課題に関して，幅広 

い教養と教育に対する深い見識を持ち，家庭・学校・地域社会と協働しなが 

らその解決を図る力 

２．子供の可能性を信じ，教育者としての高い志を持ち，その責務を果たそ

うとする使命感 

３．教育者として求められる確かな専門性と実践的指導力 

４．時代の変化や自らのキャリアステージに応じて，果たすべき役割につい 

て考え，課題を発見，解決しようとしながら，教育者として生涯にわたって学 

び続けようとする強い意志 

  
教育課程の編成及び実施に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/edu_policy.htm#02   
人間愛の精神の下、ディプロマ・ポリシーで示した資質能力を備えた教育者

の養成を目指し、次の方針でカリキュラムを編成します。 

１．広い視野に立ち、教育についての専門知識と実践的技能を活用できる 

力を身に付けさせるために、教育や社会に対する視野を広げる科目、教育 

の基礎理論や基礎技能等に関する科目、教科の内容に関する科目及びそ 

の指導法に関する科目を網羅し、体系的に配置し、適切な履修指導を行 

う。 

２．教育や社会に対する視野を広げ、自ら学び，課題を発見、解決する能力 

を育成することを目的とした科目を初年次から配置する。 

３．理論と実践を融合させ、教育に対する見識と技能を高めることを目的 

に、教育実践の在り方を検討する課題解決型授業や学外での体験と教育 

理論とを連関させる演習型授業等を多く取り入れる。 

４．学校教育課程においては、小学校の教科内容を習得したうえで各教科 

の指導方法を学修する科目（初等教育科目）、各専修で取得できる教科の 

中学校・高等学校教員免許に応じて教科内容と指導法を学修する科目（中 

等教育科目）又は特別支援学校教員免許に応じて当該領域について学修 

する科目（特別支援教育科目）、教育学や心理学等の教育の基礎理論や基 

礎技能、道徳や特別活動、生徒指導等の教科外の指導法を学修する科目 

（教職科目）を置き、教員としての資質を養う。 

５．心理教育課程においては、心理学やカウンセリング等に関する科目、教 

育の基礎理論に関する科目、幼児教育・保育に関する科目を必修科目と 



  

し、乳幼児や児童理解を深める科目、幼稚園の教育内容や指導法に関す 

る科目、保育の理論及び保育の内容や方法に関する科目等を選択科目と 

して、取得を目指す免許や資格、進路等に応じて学生が選択的に履修でき 

るようにし、心の教育を担う教員や保育士としての資質を養う。 

 
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/edu_policy.htm#03   
◆求める学生像 

教育学部は、次のような学生の入学を期待しています。 

１．子供の幸せと健康な成長を望み、それに関わることへの意欲に満ちてい

る人 

２．幼児・児童・生徒と喜びをわかちあい、共に成長していこうとする人 

３．社会や時代の変化に関心を持ち、柔軟に対応していこうとする人 

４．学校教育課程においては、小学校・中学校・高等学校等、教育全般に関

わる仕事に関心を持ち、そのための専門的な知識や実践力を身に付ける

場を求めている人 

５．心理教育課程においては、保育所・幼稚園等、保育や幼児教育に関わ

る仕事に関心をもち、そのための専門的な知識や実践力を身につける場

を求めている人 

◆学んできてほしい内容 

１．教育学部で学ぶために必要な高等学校までの基本的で幅広い知識と技

能 

２．積極的に人と交流するためのコミュニケーション能力や協調性 

３．教育・保育や支援活動に取り組むために必要な粘り強さと責任感 

 

人間科学部  
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
人間科学部は、本学の建学精神に則って、人間の総合的な理解と人間

生活の向上に必要な理論的、実践的知識と技術を涵養することを目的

とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/human_policy.htm#01   
人間科学部は、人間を多面的に捉え、総合的に理解することにより、人

間生活を向上させるために必要な理論的、実践的専門知識と技術を身

に付け、各学科の教育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備え

た学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

＜修得させる能力＞ 

１．本学の教育理念である「人間愛」の精神を体得し、人を尊重し、人か

らも信頼される人間関係を構築できる対人関係能力。 

２．総合科学としての人間科学において、初歩的実践に活用できるレベ

ルの知識と技能を身につけ、かつ自分自身で判断し行動できる科学的

態度。 

３．社会に出てから汎用性の高い問題解決能力（ジェネリックスキル）。 

＜達成水準＞ 

シラバスで各科目について到達目標を明示し、総合的、客観的に達成

度を確認・評価します。4 年間の学修の集大成として、全体の教員や学



  

生に開かれた卒業研究の「発表会」を行い、科学的態度と対人関係能力

を確認します。  

【人間科学科】 

人間科学科は、心理学・社会学・教育学・社会福祉学・文化人類学・スポー

ツ健康科学・コミュニティ学などの多角的視点から、人間を有機的・総合的

に理解することにより、人間生活を向上させるために必要な理論的かつ実

践的な知識と技能を身に付け、学科の教育課程に定める単位を修め、次の

資質能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

＜修得すべき能力＞ 

１．総合科学としての人間科学において、心理学・社会学・教育学・社会福

祉学・文化人類学・スポーツ科学などの複数の学問領域から人間を理解す

るための知識および技能。 

２．本学の教育理念である「人間愛」の精神を体得し、人を尊重し、人からも

信頼される人間関係を構築できる対人関係能力。 

３．自分自身で判断し行動できる科学的態度。 

４．社会に貢献参画する知識および技能 

５．汎用性の高い問題解決能力（ジェネリックスキル）。 

＜その達成水準＞ 

１．複数の学問領域の概念等を用いて人間を総合的に理解することができ

る。 

２．人間科学に関する知識や技能を、日常生活の中で自己や他者の人間生

活の向上のために活用し、実践することができる。 

３．人を尊重し、他者からも信頼される人間関係を構築できる。 

上記を各科目のシラバスに明示された到達目標に照らして総合的、客観

的に達成度を確認、評価します。4 年間の学修の集大成として、教員や

学生に開かれた卒業研究の「発表会」を行い、科学的態度と対人関係能

力を確認します。 

【臨床心理学科】 

臨床心理学科は、こころのメカニズムを解明し、当事者の主観的経験を考

慮しつつも相互行為の中から体験的に学ぶ「臨床の知」を重視した教育を

行います。そのような教育方針の下で、知識と技能を身に付け、学科の教

育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認定し、

学士の学位を授与します。 

＜修得すべき能力＞ 

１．臨床心理学に関わる幅広い専門的知識。 

２．人間のさまざまな生活領域におけるこころの問題に対処できる実践的能

力、態度、技法。 

３．人間の心理及び行動を総合的に理解するための知識。 

４．課題発見と問題解決のための技法の修得。 

５．キャリア形成に係る知識、理解、汎用性の高い問題解決能力（ジェネリッ

クスキル）。 

＜その達成水準＞ 

１．臨床心理学的な評価及び分析ができる。 

２．こころの問題に対処する相談、助言、指導、援助ができる。 

３．人間の心理及び行動を総合的に理解できる。 

４．自ら課題を設定し、その問題解決を図ることができる。 

５．自らのキャリアについて、情報収集、計画立案、行動、評価を行うことが

できる。 

 



  

【心理学科】 

心理学科は、人のこころのはたらきを理解することにより、自分自身で判断

し行動できる科学的態度や、さまざまな場面で実践的に活用できる、幅広い

教養と心理学的知識、技術を身に付け、学科の教育課程に定める単位を修

め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与しま

す。 

＜修得すべき能力＞ 

１．さまざまな場面で活用できる実践的な心理学的知識と技能。 

２．自分自身で判断し行動できる科学的態度。 

３．協働性を実現しうる対人関係能力。 

４．汎用性の高い問題解決能力（ジェネリックスキル）。 

＜その達成水準＞ 

１．人のこころと行動を科学的に理解できる。 

２．心理学の実用的な応用ができる。 

３．人を尊重し、人からも信頼される人間関係を構築できる。 

上記を各科目のシラバスに明示された到達目標に照らして総合的、客観的

に達成度を確認、評価します。4年間の学修の集大成として、全体の教員や

学生に開かれた卒業研究の「発表会」を行い、科学的態度と対人関係能力

を確認します。 

  
教育課程の編成及び実施に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/human_policy.htm#02   
人間科学に関する実践的専門知識と技術を身につけさせるために、次

の方針でカリキュラムを編成します。 

１．人間を科学的・総合的に理解するため、心理学・社会学・教育学・社

会福祉学・文化人類学などの科目を、体系的に修得できるように初年

次教育、教養教育、専門教育の配列や履修指導を重点的に工夫す

る。 

２．専門的知識にとどまることなく、課題発見や問題解決のための方法

論を修得し、幅広い教養と人間社会への深い洞察力をもった人材育

成のためのカリキュラムを構成する。 

３．多様な学生の進路に合わせて専門的知識や技術を修得できるよう

に、カリキュラムの運用面で十分な配慮をし、学修成果の評価を適切

に行う。 卒業後の進路については、キャリア教育や進路指導を計画

的に行う。 

４．１年次から４年次まで、演習・実験・実習グループに参加させ、アクテ

ィブ・ラーニングと学修成果のフィードバックを通じて知的修練と相互

信頼・相互啓発の基礎を築けるような良好な修学環境を維持する。 

５．学生が学んだ専門知識を、より広い視野でとらえなおせるように、実

験・実習科目や海外研修を積極的に取り入れる。 

【人間科学科】 

人間科学に関する実践的専門知識と技能を身につけさせるために、次の方

針によりカリキュラムを編成します。 

１．人間を科学的・総合的に理解するため、心理学・社会学・教育学・社会

福祉学・文化人類学・スポーツ健康科学・コミュニティ学などの科目を、

体系的に習得できるように初年次教育、教養教育、専門教育の配列や

履修指導を重点的に工夫する。特に、初年次に実践的・具体的なテー

マの科目を配置することで、基礎的な理解と同時に、人間科学に関する



  

問題や関心事に対してアクティブラーニングを通して学修意欲・成果を

高められるように配慮する。 

２．専門的知識にとどまることなく、課題発見や問題解決のための方法論

を習得し、幅広い教養と人間社会への深い洞察力をもった人材育成の

ためのカリキュラムを構成する。 

３．多様な学生の進路に合わせて専門的知識や技能を修得できるように、

カリキュラムの運用面において十分な配慮をする。学修成果の評価を

適切に行い、卒業後の進路については、キャリア教育や進路指導を計

画的に行う。 

４．1 年次から 4 年次まで、演習等において少人数授業を配置し、アクティ

ブラーニングと学修成果のフィードバックを通じて知的修練と相互信頼・

相互啓発の基礎を築けるような良好な修学環境を維持する。学生が学

修した専門知識等を、より広い視野で捉えるために、人間科学の知識や

技能を日常生活の中で活用する機会を提供するため、体験型・社会参

加型の学習プログラムを積極的に取り入れる。 

【臨床心理学科】 

臨床心理学に関する理論的、実践的知識と技法を身につけさせるために、

次の方針によりカリキュラムを編成します。 

１．臨床心理学に基づいた人間理解を基盤に置き、家族、教育、保健医

療、福祉、司法、産業などに関する科目を系統的に配列することで、幅

広い専門的知識を学習させる。 

２．知識にとどまることなく、こころの問題に対処できるようになるための実

践的科目を多数開講し、実践的援助力の増進を図る。①と合わせて、公

認心理師等の資格取得に対応した科目構成とする。 

３．幅広い教養を身につけ、人間の心理及び行動を総合的に理解できるカ

リキュラム構成とする。 

４．課題発見や問題解決のための方法を自ら実践できるように演習科目を

系統的に配列する。 

５．進路につながるようなキャリア教育、キャリア形成、スキルトレーニング

の科目を配置する。④と合わせてジェネリックスキルを獲得できる科目配

列とする。 

【心理学科】 

人間科学の基礎の上に、心理学に関する理論的、実践的知識と技術を身

につけさせるために、次の方針によりカリキュラムを構成します。 

１．基本的なこころと行動を科学的に理解するために、基礎心理学科目を

基盤に置き、加えて研究法、実験、統計法などの科目を系統的に配列

する。 

２．実用的な応用が身につくように、応用領域の心理学科目および実習科

目を開講し、アクティブラーニングと学修成果のフィードバックを通じて知

的修練と相互信頼、相互啓発の基礎を築けるような良好な就学環境を

維持する。 

３．幅広い教養を身につけ、人のこころと行動を総合的に理解できる深い

洞察力をもった人材育成のためのカリキュラム構成とする。 

４．課題発見や問題解決のための方法を自ら実践できるように演習科目を

系統的に配列する。 

進路につながるようなキャリア教育、キャリア形成の科目を配置する。①

および②を合わせて、公認心 

理師等の資格取得に対応した科目構成とする。 

 



  

 
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/human_policy.htm#03   
◆求める学生像 

人間科学部は、次のような学生の入学を期待しています。 

１．高校等で継続的に修学の努力を重ね、一定の基礎的・基本的な知

識・技能を身につけた人 

２．人間の多様な営みに関心をもち、その営みを探求する意思と思考力

を持つ人 

３．学校生活、あるいは学校外の地域活動、文化活動、スポーツ活動な

どの実践体験をもち、実際生活を通して人間社会への関心と主体的に

学習に取り組む姿勢を持つ人 

【人間科学科】 

１．高校等で継続的に修学努力を重ね、一定の基礎的・基本的な知識・

技術を身につけた人 

２．人間の多様な営みに関心をもち、その営みを探求する意思と思考力

を持つ人 

３．学校生活、あるいは学校外の地域社会において、ボランティア活動、

文化芸術活動、スポーツ活動などの実践体験をもち、生活を通して人間

社会への関心と主体的な学習に取り組み、社会への参加を試みる姿勢

を持つ人 

【臨床心理学科】 

１．臨床心理学に対する強い関心と学習意欲を持つ人 

２．こころの問題について援助しようとする意欲と思考力を持つ人 

３．人間の幅広い側面に興味を持ち、コミュニケーションを図ろうとする意

欲のある人 

４．臨床心理学の専門性を生かして社会に貢献したいと志望する人 

【心理学科】 

１．高校等で継続的に修学努力を重ね、一定の基礎的・基本的な知識・

技術を身につけた人 

２．心理学に対する関心と主体的に学習に取り組む姿勢を持つ人 

３．人の幅広い側面に興味を持ち、実際の生活を通して人間社会への

関心とコミュニケーションを図ろうとする意欲のある人 

◆学んできてほしい内容 

１．国語・英語・数学・理科・社会は、学部での学修の基礎となるものな

ので一定水準以上の学力が必要です。  

２．その他の教科についても、論理的思考力、豊かな表現力、現実を的

確にとらえた実践力などを涵養する観点から、幅広く学修していることが

望まれます。 

【人間科学科】 

１．国語、英語、数学、理科、社会は、学科における学修の基礎となるも

のなので一定水準以上の学力が必要です。 

２．その他の教科についても、論理的思考力、豊かな表現力、現実を的

確にとらえた実践力などを涵養する観点から、幅広く学修していることが

望まれます。 

【臨床心理学科】 

１．基本的な生活態度、学習態度。 

２．人と交流しようとするコミュケーション態度 



  

３．読解力と表現力を含む基礎学力 

【心理学科】 

１．科学的態度を習得する上で必要となる国語、英語、数学、理科、社

会など学科における学修の基礎となる科目の一定水準以上の基礎学力

が必要です。 

２．その他の教科についても、論理的思考力、豊かな表現力、現実を的

確にとらえた実践力などを涵養する観点から、幅広く学習していることが

望まれます。 

 

文学部 
 

 
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
文学部は、本学の建学精神に則って、文学及び語学を通して、日本及び

世界の文化に関する知識と技術を涵養することを目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/liter_policy.htm#01   
文学部は、本学の建学精神に則って、文学および語学を総合的に学修する

ことにより、日本および世界の文化に関する知識と言語運用能力を持った

人材を育成するために、本学部各学科の教育課程に定める単位を修め、次

の能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．知識・理解と活用力 

・グローバル化した世界で要請される広い視野と教養を身に付ける。 

・今日の世界を理解して判断と行動ができる言語と文化に関する専門的な

知識を修得し、それらを活用することができる。 

２．問題発見・解決力 

・対人関係を理解し実践的なコミュニケーションを行うための言語運用能力

を修得し、それを生かして具体的な課題に適切な判断をして行動できる。 

３．他者の尊重と社会への貢献 

・自文化、異文化に対する知識と言語運用能力に裏付けられた、人間を理

解する力を身に付ける。 

・社会人としての個人の立場を的確に理解し、進んでコミュニケーションを図

り、適切に人間関係を築いて社会に貢献することができる。 

【日本語日本文学科】 

 日本語日本文学科は、日本語・日本文学を通して日本文化の教育および

研究を行うとともに、日本語の高度な運用能力を身に付けて、広く社会に貢

献できる人材を育成するために、本学科の教育課程に定める単位を修め、

次の能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．知識・理解と活用力 

 日本の言語文化を、国際的な視点をまじえて、日本語と日本文化の両面

から理解するための理論的、専門的な知識と技術を修得し、それらを活

用することができる。 

２．問題発見・解決力 

 日本の言語文化に対する知識に裏付けられた、人間を深く理解する力を

身に付け、それを生かして問題を発見し、解決していくことができる。 

３．他者の尊重と社会への貢献 

 日本の言語文化にかかわる実践的なコミュニケーション能力を身に付け、

他者を尊重して積極的に行動し社会に貢献することができる。 

【英米語英米文学科】 



  

 英米語英米文学科は、英語圏の言語と文化に対する深い理解と実践的な

英語コミュニケーション能力を身に付けて、国際人として広く社会に貢献でき

る人材を育成するために、本学科の教育課程に定める単位を修め、次の能

力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．知識・理解と活用力 

 英語圏の言語と文化に関する理論的、専門的知識を修得し、グローバル

化した世界で要請される広い視野と教養に基づいて、英語で実践的なコ

ミュニケーションを行うことができる。 

２．問題発見・解決力 

 英語圏の言語と文化に関する知識と英語コミュニケーション能力を生かし

て、今日の世界やその問題を理解し、具体的な課題に適切な判断をして

行動できる。 

３．他者の尊重と社会への貢献 

 英語圏の言語と文化に関する知識に裏付けられた深い人間理解の態度

を礎とし、他者を尊重して積極的にコミュニケーションを図る、国際人とし

ての資質を身に付けている。 

【中国語中国文学科】  

中国語中国文学科は、中国および中国語圏の言語と文化に対する深い

理解と実践的な中国語のコミュニケーション能力を持ち、国際人として広く

社会に貢献できる人材を育成するために、本学科の教育課程に定める単位

を修め、次の能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与しま

す。  

１．知識・理解と活用力 

中国および中国語圏の言語と文化に関する理論的、専門的知識を修得

し、現代社会で要請される広い国際的な視野と教養に基づいて、中国語

による実践的なコミュニケーションを行うことができる。  

２．問題発見・解決力 

中国および中国語圏の言語と文化に関する幅広い知識と中国語の運用

能力を生かして、今日の世界やその問題を理解し、具体的な課題につい

て適切な判断をし、主体的に行動できる。  

３．他者の尊重と社会への貢献 

中国および中国語圏の言語と文化に関する知識に基づく深い人間理解

や他者への共感的態度、コミュニケーション力によって社会に貢献するこ

とができる。 

【外国語学科】 

外国語学科は、高い英語運用能力を修得するとともに、多言語多文化に

対する理解と対応力を養い、英語以外のもう一つの外国語運用能力を身に

付け、言語バリアを越えて広く社会に貢献できる人材を育成するため、本学

科の教育課程に定める単位を修め、次の能力を備えた学生に卒業を認定

し、学士の学位を授与します。 

１．知識・理解と活用力 

 グローバル化が進行する社会において、日本の言語・文化を含む多言語

多文化に対して幅広い理解を得るための理論的、専門的な知識と技術を

修得し、それらを活用することができる。 

２．問題発見・解決力 

 日本語・日本文化を含む多言語多文化社会に対する深い理解を基盤に、

日本語・英語・さらにもう一つの外国語の高い運用能力を身に付け、言語

バリアを越えて、自らを取り巻く社会における問題を発見し、解決すること

ができる。 



  

３．他者の尊重と社会への貢献 

 日本語・日本文化を含む多言語多文化にかかわる実践的なコミュニケー

ション能力を身に付け、他者への共感的態度を持ち、協働しつつ積極的

に行動し社会に貢献することができる。 

  
教育課程の編成及び実施に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/liter_policy.htm#02   
文学部は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める能力を備えた人

材育成の目標を達成するため、次の方針でカリキュラムを編成します。 

１．教育課程の体系的編成 

 学部共通科目による幅広い教養の育成と、各学科の専門教育科目による

専門領域の深化を目標とした体系的な教育課程を編成する。 

２．教育内容・方法 

 教員と学生の対話を重視し、ゼミナール等の少人数教育を重視した教育

課程を展開する。 

（１）１年次、２年次では小人数クラスの演習等の科目において研究の基礎

を学び、３年次、４年次ではゼミナール、卒業研究等の科目において学

修の成果である卒業論文等をまとめられるよう、少人数教育を実践す

る。 

（２）開設する各科目において、授業方法として講義、講読、演習、実習等を

適切に組み合わせ、知識、技術の修得を促進する。 

（３）すべての学科の学生が履修可能な、日本語教員養成・図書館司書養

成の各コースには、それぞれの専門家として必要な知識、技術を修得

できる科目を設置する。 

（４）将来の進路を見据えキャリア形成科目として「キャリアデザイン論」「キ

ャリアリテラシー」「編集出版の基礎」「編集出版の展開」等により、キャ

リアを考える機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み 

 留学、インターンシップや各種資格取得のための学外・海外実習のプログ

ラムを設け、学外においてコミュニケーション等の技術、専門的知識や応

用能力を学修できる場を提供する。 

【日本語日本文学科】 

 日本語日本文学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める能力

を備えた人材育成の目標を達成するため、以下の点を踏まえて、本学科の

教育課程編成に必要な科目を体系的に編成します。 

１．教育課程の体系的編成 

 現代にいたるまでの日本の言語文化について、日本語学・日本文学（近現

代文学）・日本文学（古典文学）・書道・国語科教育・漢文学の６つの分野

による幅広い教養の育成、および各専門領域の深化を目標とした体系的

な教育課程を編成する。 

２．教育内容・方法 

 日本の言語文化に対する知識に裏付けられた人間を深く理解する力を身

に付けるとともに、実践的なコミュニケーション能力を身に付けるために、

教員と学生また学生同士の対話のできる少人数教育を重視した教育課

程を展開する。 

（１）１年次では必修科目の「研究基礎演習」において大学での研究の基礎

を身に付け、２年次では各分野の専門科目を学修し、３・４年次では必

修科目の「卒業研究」において学生各自が選択した専門分野での学修

の成果である卒業論文をまとめられるよう、少人数教育を実践する。 



  

（２）日本語学・日本文学（近現代文学）・日本文学（古典文学）・書道・国語

科教育・漢文学の各分野で、講義、講読、演習、実習などの授業を配

置して、知識、技術の修得を促進する。 

（３）将来の進路を見据えたキャリア形成科目として「日本文学講読と創作」

「国語科教育研究」「書写・書道教育研究」などを置き、キャリアを考え

る機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み 

 １年次必修科目の「日本文化研究」で、日本の言語文化についてのテーマ

を調査・考察するとともに学外へ出て現地を訪問し、具体的な認識を得

る。これをはじめとして、各専門分野の科目で学外において専門的知識を

学修できる場を提供する。 

【英米語英米文学科】 

 英米語英米文学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める能力

を備えた人材育成の目標を達成するため、以下の点を踏まえて、本学科の

教育課程編成に必要な科目を体系的に編成します。 

１．教育課程の体系的編成 

 英語および英語圏の文化について、英語教育・英語学・英米文化・英米文

学の４つの分野で基礎から始めて徐々に専門的知識を学ぶことで、幅広

い知識と応用力を身に付けるとともに、関心のある専門領域を深く研究で

きる教育課程を編成する。 

２．教育内容・方法 

 英語圏の言語と文化に関する知識に裏付けられた深い人間理解を育み、

実践的な英語コミュニケーション能力を身に付けるために、教員と学生ま

た学生同士の対話のできる少人数教育を重視した教育課程を展開する。 

(１) １年次の必修科目では英語で聞く・話す・読む・書くという４つの技能

を効果的に伸ばし、２年次では英語教育・英語学・英米文化・英米文学

の専門科目を学修し、３・４年次では必修科目の「卒業研究」において

学生各自が選択した専門分野での学修の成果である卒業論文をまと

められるよう、少人数教育を実践する。 

(２) 英語コミュニケーション能力を養う科目では演習形式をとり、各専門

分野の科目においては講義、講読、演習、実習などの形式を適切に組

み合わせて、知識、技術の修得を促進する。 

(３) 将来の進路を見据えて、２年次に「英語教育コース」と「英米文化コ

ース」に分かれ、各コースの入門科目を１年次に置くことで、早期から

キャリアを考える機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み 

 英語圏諸国における短期・長期留学プログラムや、海外研修プログラムと

タイアップした授業を設け、国際人として異文化理解を深め、コミュニケー

ション能力を高められる場を提供する。 

【中国語中国文学科】  

 中国語中国文学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める能力

を備えた人材育成の目標を達成するため、以下の点を踏まえて、本学科の

教育課程編成に必要な科目を体系的に編成します。 

１．教育課程の体系的編成  

実践的な中国語コミュニケーション能力を培うとともに、中国および中国

語圏の言語と文化について、中国古典、近現代中国の言語、文化、思

想、社会の諸分野による広範な知識の獲得と教養の育成、および各分

野における専門性の深化を目標とした体系的な教育課程を編成する。 

２．教育内容・方法  



  

中国語圏の言語と文化に関する知識と教養に裏付けられた人間理解を

育み、中国語による実践的なコミュニケーション能力を身に付けるため

に、教員と学生また学生同士の対話のできる少人数教育を重視した教

育課程を展開する。 

（１）１年次の必修科目では中国語による聞く・話す・読む・書くの能力を

基礎から学修する一方、大学での学修活動の基礎となる知識と態度

を身に付け、２年次より中国語学・応用中国語、中国古典・教養、中

国現代社会・文化の３コースに分かれて専門科目を学修し、３・４年

次では必修科目の「卒業研究」において学生各自が選択した専門分

野での学修成果として卒業論文をまとめられるよう、少人数教育を実

践する。 

（２）中国および中国語圏における短期・長期留学プログラムへの参加を

通じて、主体的に国際人として異文化理解を深め、コミュニケーショ

ン能力を高められる場を提供する。 

（３）社会における実用性を重視し、また資格の取得にも対応する中国

語コミュニケーションの科目を配置し、実用的な中国語運用能力の向

上を図り、キャリア意識を涵養する機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み  

中国語の基礎を学修した後の学生を対象に、実際の場面や話題に基づ

いた中国語コミュニケーション力の獲得、異文化環境で求められる問題

解決スキルの向上を図るために、多言語交流室を活用した特別講座や

学修機会を設ける。 

【外国語学科】 

 外国語学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める能力を備え

た人材育成の目標を達成するため、以下の点を踏まえて、本学科の教育課

程編成に必要な科目を体系的に編成します。 

１．教育課程の体系的編成 

 日本語・日本文化を含む多言語多文化に関する幅広い知識と高い言語運

用能力を育成し、英語を実践的に活用するビジネス、コミュニケーション

領域ならびに北米・ヨーロッパ・東アジアを中心とした言語・地域・文化に

関する各専門領域の深い受容と理解を目標とした体系的な教育課程を

編成する。 

２．教育内容・方法 

 英語および英語以外のもう一つの言語での高い運用能力を身に付けると

ともに、日本語・日本文化を含む多言語多文化に対する深い知識と理解

力および実践的なコミュニケーション能力を身に付けるために、e-

Learning 教材を積極的に活用し、対面授業の効果を高める。また教員と

学生また学生同士の対話のできる少人数教育を重視した教育課程を展

開する。 

（１）１年次では必修科目を通して英語運用能力の土台を形成し、２年次春

学期に、海外の英語研修機関で学び、帰国後の専門科目の学修に結

びつける。必修科目「卒業研究」において専門分野での学修成果を卒

業論文にまとめるために、３・４年次では、各自の興味の方向性に応じ

て、学内外で実践的学びを推進する。 

（２）英語を実践的に活用するビジネス、コミュニケーション領域、日本語・日

本文化・社会について理解し英語で発信する領域、ならびに北米・ヨー

ロッパ・東アジアを中心とした言語・地域・文化に関する領域において、

幅広い知識、確かな技能を修得し、具体的課題解決に向けて取り組む

力を育成する。 



  

（３）将来の進路を見据えたキャリア形成科目として「Problem-solving 

Seminar」「インターンシップ」「Workshop for Project」等を置き、実社会

に近接した環境で経験を積む機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み 

グローバル社会が直面する諸問題についての意識を高め、動機づけを

行うために、１年次必修科目「Introduction to Global Studies」（オムニバ

ス科目）において、英語のみを用いた宿泊研修を行う。海外の文化・社会

に浸りながら英語コミュニケーション能力を磨くために、２年次春学期に、

全員が３か月に及ぶ海外短期留学に参加する。留学後には、多文化体

験をより深く多面的・多層的に理解し、他者に伝える経験を積むために、

成果発表会を行う。３年次には、学んだことを自ら実践するプロセスを経

験するために、学内外で展開するプロジェクトや長期留学に積極的に参

加する。 

  
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/liter_policy.htm#03   
◆求める学生像 

文学部は、その教育目標を達成するために、次のような学生の入学を

期待しています。 

１．本学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に対する理解と共感を有する人 

２．多様な言語と文化に関心が深く、知的好奇心をそなえた学ぶ意欲あ

ふれる人 

３．広い視野を持って国際社会で活躍できる人 

４．人に心を開き、円滑なコミュニケーションを行うことができる人 

 さらに本学部の四つの学科は、上記に加えそれぞれ次のような意欲・

関心を持った人を求めています。 

【日本語日本文学科】 

１．本学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に対する理解と共感を有する人 

２．日本語および日本文化に対する関心が深く、積極的かつ多角的に探

求して、広く社会に貢献しようとする姿勢を有する人 

【英米語英米文学科】 

１．本学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に対する理解と共感を有する人 

２．英語圏の言語と文化に興味があり、将来英語力を生かしたい人 

【中国語中国文学科】 

１．本学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に対する理解と共感を有する人 

２．中国語の修得および中国語圏の文化に対する関心が深く、積極的

かつ多角的に探求して、広く社会に貢献しようとする姿勢を有する人 

【外国語学科】 

１．本学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程の編

成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に対する理解と共感を有する人 

２．英語ともう一つの外国語を修得する意欲があり、多文化に対する理

解・共感に関心が深く、将来、グローバルな視点で社会に貢献する意

欲を持つ人 



  

◆学んできてほしい内容 

１．多様な言語と文化への深い関心、主体的な知的好奇心、国際社会で

活躍できる広い視野、心を開いた円滑なコミュニケーション能力など

の、意欲的に学ぼうとする態度 

２．日本語および日本語以外の言語の基礎的な知識や技能。また、歴

史・地理などの基礎的な知識 

３．日本語および日本語以外の言語の基礎的な応用力。また、広く人間

の言語と人間が生み出したさまざまな文化の産物への関心、歴史・地

理などの知識の基礎的な応用力 

【日本語日本文学科】 

１．日本語および日本文化への深い関心、日本語および日本文化を積

極的かつ多角的に探求して、広く社会に貢献しようとする姿勢など

の、意欲的に学ぼうとする態度 

２．日本語および日本語以外の他言語の基礎的な知識や技能。また、

日本を中心とする国際的な歴史・地理などの基礎的な知識 

３．日本語の基礎的な応用力。また、広く人間の言語と人間が生み出し

たさまざまな文化の産物への関心、および歴史・地理などの知識の基

礎的な応用力 

【英米語英米文学科】 

１．英語圏の言語と文化への興味・関心。また、広い視野をもって意欲的

に学ぼうとする態度 

２．英語圏の言語と文化に関する基礎的な知識。また、英語で簡単なコ

ミュニケーションができる力 

３．人間の言語と文化に関する基礎的な知識を生かし、今日の世界の状

況を理解して、説明や意見を簡単な英語で述べる力 

【中国語中国文学科】 

１．中国語圏の言語と文化への興味・関心。また、広い視野をもって意欲

的に学ぼうとする態度ならびにコミュニケーション能力。また、他者と

の違いを理解・尊重しようとする態度によって他者と協働し、社会に貢

献しようとする姿勢 

２．日本語および中国語を含む日本語以外の言語の基礎的な知識や技

能。また、歴史・地理・思想・社会・文化などの基礎的な知識、および

それらに対する基礎的な問題意識 

３．日本語および中国語を含む日本語以外の言語の基礎的な知識に基

づいて、広く人間の言語と人間が生み出したさまざまな文化・事象へ

の関心を持ち、今日の社会が抱える課題に対して主体的に考察・判

断・表現し、さらに取り組みを進めることができる意欲や技能 

【外国語学科】 

１．英語ともう一つの外国語を修得する意欲、多文化に対する理解・共

感への深い関心、将来グローバルな視点で社会に貢献する意欲など

の、意欲的に学ぶ態度。ならびに、他者との違いを受容し協働しようと

する姿勢 

２．日本語および日本語以外の言語の基礎的な知識や技能。また、歴

史・地理・環境・社会情勢など、自身を取り巻く社会の諸側面に関する

基礎的な知識、およびそれらに対する基礎的な問題意識 

３．日本語および日本語以外の言語の基礎的な知識に基づいて、具体

的な事象や課題について主体的に考え、判断し、自身の考えを表現す



  

る基本的な力。また、広く人間の言語と人間が生み出したさまざまな文

化・事物への関心に基づき、新たな課題を見出し発想する力 

 

情報学部 
 

 
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
情報学部は、本学の建学精神に則って、 情報の総合的な理解と社会

生活における情報の効果的利用に必要な理論的、実践的知識と技術を

涵養することを目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/info_policy.htm#01   
日本で最初の情報学部という特色を生かし、情報を本質的・多面的に学ぶ

ことで、感性・知性・技能や、最先端の情報環境を駆使して、情報化社会で

指導的な役割を発揮できる能力を身に付け、各学科の教育課程に定める

単位を修め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授

与します。 

＜修得させる能力①＞ 

１．現代社会における「情報」の意味とその役割について理解する能力 

２．情報を表現、発信するための、コミュニケーション能力及び言語能力 

３．情報を活用することで、人間を尊重した情報化社会を進歩させるにふさ

わしい能力 

＜達成水準②＞ 

次の水準を達成目標とします。 

１．情報化社会において問題を発見し、解決できるレベル 

２．適切なコミュニケーション手段を用いて効果的に情報発信できるレベル 

３．新しいアイディアを提案し、計画的に実行できるレベル 

  
教育課程の編成及び実施に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/info_policy.htm#02   
情報の総合的理解と社会生活における情報の効果的利用に必要な理論

的、実践的専門知識と技術を獲得させるために次の方針によりカリキュラム

を構成します。 

＜教育課程の体系及び特徴＞ 

１．現代社会における「情報」の意味とその役割について理解し、感性・知

性・技能をバランスよく身につけさせるために、多様な要求に応えるカリキュ

ラムを設置する。 

２．「頭と手」の両面を強化するために、理論面と実践面でのバランスを配慮

して科目を配置する。 

３．情報化社会を包括的に理解させるために、学科横断的に情報学の基礎

を学ぶ科目を配置し、主専攻・副専攻制度を設け、学科横断的に身に付け

た専攻領域の能力を認定する。 

４．情報化社会の多様な要求と社会の変化や進歩に応え得る高い能力を身

につけさせるために、各学科に専門科目をおく。 

５．初年次教育において、演習を通じて基礎的な学習スキルとコミュニケー

ション能力、情報発信力の育成を行う。 

６．学科ごとにコース制や選択必修科目を設け、大学での学びの方向性を

明確化させる。 

 



  

 
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/info_policy.htm#03   
◆求める学生像 

情報学部は、次のような学生の入学を期待しています。 

１．情報化社会に関心があり、その中で主体的に生きようとする人 

◆学んできてほしい内容 

１．基礎的なコミュニケーション能力に直結する学習を十分に行っている

こと 

２．論理的な思考力に資するような科目を習得していること 

３．現代の社会に対する基礎的な理解や関心を持っていること 

 

国際学部 
 

 
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
国際学部は、本学の建学精神に則って、国際社会を学術的、実践的に

理解し、もって人間生活と国際化社会の向上発展に必要な理論的、実

践的知識と技術を涵養することを目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/inter_policy.htm#01   
国際学部は、本学の建学精神に則って日本と世界の関係を理解し、人間生

活と国際社会の向上発展に必要な理論的、実践的専門知識と技術力を身

に付け、各学科の教育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた学

生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

＜修得させる能力＞  

１．国際理解と国際観光についての専門知識を運用する能力 

２．国際人として相互理解を深めるコミュニケーション能力 

３．国際社会において問題解決のために自ら行動を起こす能力 

＜達成水準＞ 

国際的な舞台で活躍できるレベルの専門知識とコミュニケーション能力を修

得し、そこで生じる様々な問題を解決しようとする意欲を高めることを達成目

標とします。 
【国際理解学科】 

国際理解学科は、産業界、学校教育分野において文化交流、国際協力

などの領域で社会に貢献できる人材育成を目的とし、コミュニケーション能

力や、グローバル化する社会に関する知識と理解力を身に付け、学科の教

育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認定し、

学士の学位を授与します。 

１．専門的知識・技術の活用力 

世界の言語・文化・地理・歴史・社会・政治・経済についての知識を修

得し、それらを活用することができる。 

２．問題発見・解決力 

修得した知識と言語スキルを生かし、貧困や差別、環境汚染や宗教対

立をはじめとする問題を発見し、解決していくことができる。 

３．人間愛の実践 

人々の多様な価値観を尊重し、異なる文化を持つ人々とコミュニケー

ションを図ることができ、国際社会と地域社会において積極的に行動し、

社会に貢献することができる。 

【国際観光学科】 



  

国際観光学科は、ビジネスおよび地域づくりなど国際観光を通じて社会

に貢献できる人材養成を目的とし、グローバル化する社会における国際観

光に関する知識や理解力や、高いコミュニケーション能力を身に付け、学科

の教育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認

定し、学士の学位を授与します。 

１．専門的知識・技術の活用力 

国際観光についての知識とコミュニケーション能力を習得し、それらを

活用することができる。 

２．問題発見・解決力 

修得した知識とコミュニケーション能力を生かし、グローバルかつロー

カルな視点から観光に関する問題を発見し、解決していくことができる。 

３．人間愛の実践 

多様な価値観を尊重しコミュニケーションを図りつつ、国際観光分野で

リーダーシップを発揮して社会に貢献することができる。 
  

教育課程の編成及び実施に関する方針   
https://www.bunkyo.ac.jp/department/inter_policy.htm#02   
幅広い教養と人間への深い理解をもち、国際理解や国際観光の分野にお

いて、問題解決のための方法論と専門家として活躍できる知識を修得し、社

会に貢献できる人材の育成するため、次の方針でカリキュラムを編成しま

す。 

１．１年生から４年生まで少人数によるゼミナールを必修として配置する。 

２．使える英語力を身につけさせるために、必修の英語を３年次まで配置す

るほか、短期留学制度など様々なプログラムを提供する。 

３．１年次春学期から、体系的に国際学の専門科目を学べるようにする。 

４．社会で夢を実現するため、社会人としての基礎力を身につけるための

様々なキャリア形成プログラムを用意する。 

５．正課内及び正課外の自主的活動として国内外での様々なボランティア

活動の機会を提供し、学生が現場に飛び込むことを応援する。 

【国際理解学科】 

国際理解学科は、学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)に定める人材育成

の目標を達成するため、建学の精神である「人間愛」の教育の実践を基盤

とし、以下の点を踏まえて、言語科目、専門教育科目、教職課程科目から

成る教育課程編成に必要な科目を体系的に編成します。 

１．英語を中心とした言語スキルの育成とグローバル化する社会への深い

理解を目標とした教育課程を編成する。 

２．教員と学生の対話を重視し、ゼミナール等の少人数教育を重視した教育

課程を編成する。 

（１）1，2 年生のゼミナールにおいては、学生生活のスタートアップからアカ

デミックスキルの習得に至るまで、少人数クラスでの懇切丁寧な指導、支援

を行う。（２）実践的なコミュニケーション能力を育成するために、語学教育は

少人数による指導を徹底する。 

（３）サービスラーニングやフィールド研究、インターンシップ等の体験的学習

においては、実社会に存在する課題を、活動を通して学び、確かな理解と専

門性を身に着けるために、少人数による対話を中心とした学びを行う。 

（４）教職課程においては、理論と実践の両面を兼ね備えた教育者を養成す

る。指導計画作成や模擬授業などの演習を繰り返すとともに、学習支援ボ

ランティアなど教育現場との連携を密に行う。 

３．長期・短期の留学制度や海外研修プログラム、国内の他大学との単位



  

互換制度を設け、学外においてもコミュニケーション能力を修得し、社会

的課題に向き合い、課題解決のための専門的知識を学修できる場を提

供する。 

【国際観光学科】 

国際観光学科は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める人材育

成の目標を達成するため、建学の精神である「人間愛」の教育の実践を基

盤とし、以下の点を踏まえて、言語科目、専門教育科目などから成る教育課

程に必要な科目を体系的に編成します。 

１．英語を中心とした言語スキルの修得とグローバル化する社会における

国際観光の役割や課題などに関する深い理解を目標とした教育課程を

編成する。 

２．教員と学生の対話を重視し、ゼミナール等の少人数教育を重視した教育

課程を編成する。 

（１）1，2 年生のゼミナールにおいては、学生生活のスタートアップからアカ

デミックスキルの習得に至るまで、少人数クラスでの懇切丁寧な指

導、支援を行う。 

（２）実践的なコミュニケーション能力を育成するために、語学教育は少人数

による指導を徹底する。 

（３）専門ゼミナール等において、少人数制のプロジェクト型の演習の機会を

提供し、問題発見・解決力を養成する。 

（４）将来の進路を見据え、インターンシップをはじめとする体験的なキャリア

形成プログラムや、行政、企業、NPO など学外との交流の機会、博

物館学芸員など資格取得に必要な科目を提供する。 

３．長期・短期の留学制度や学外研修プログラム、国内の他大学との単位

互換制度を設け、学外において 

コミュニケーション能力を修得するとともに、国際観光の現状や課題な

どを体験的に学修できる場を提供する。 

  
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/inter_policy.htm#03   
◆求める学生像 

国際学部は、次のような学生の入学を期待しています。 

１．国際社会で生じている多様な問題に関心を持ち、国際理解や国際観

光の学びを通じて積極的に社会貢献したいと考えている人 

2.英語を主とする外国語コミュニケーション能力を高めるとともに、社会

への理解を深めて国際社会と地域社会の課題解決に貢献したいという

意欲を持つ人 

３．旅行、宿泊、交通などの観光ビジネスや地域づくりに関心を持ち、国

際観光を通じて社会への貢献をしたいという意欲を持つ人 

４．世界のいろいろな現場で求められる多様な「リーダー」の重要性を理

解し、「人を育てる私」になる自覚をもって学修する意欲を持つ人 

【国際理解学科】 

１．英語を主とする外国語コミュニケーション能力を高めるとともに、社会

への理解を深めて国際社会と地域社会の課題解決に貢献したいという

意欲を持つ人 

２．世界の地理、歴史、文化、言語に関する基礎知識を有している人  

３．高等学校までの学習において、正課外活動を通じて、地域社会の課

題解決にかかわった経験がある人 



  

【国際観光学科】 

１．旅行、宿泊、交通などの観光ビジネスや地域づくりに関心を持ち、国

際観光を通じて社会に貢献したいという意欲を持つ人 

２．基礎的なコミュニケーション能力を有している人 

３．国際観光や地域づくりにかかわった経験がある人 

◆学んできてほしい内容 

１．世界の歴史、文化、言語に関する基礎知識 

２．国際観光や国際交流の体験や学習経験 

３．基礎的なコミュニケーションスキル 

【国際理解学科】 

１．世界の地理歴史、政治経済、文化、言語に関する基礎知識 

２．英語を主とした基礎的な外国語コミュニケーションスキル 

３．国際交流などの体験や学習経験 

【国際観光学科】 

１．世界の地理歴史、政治経済、文化、言語に関する基礎知識 

２．自分の考えをまとめ相手に伝えるための思考力や表現力 

３．観光や地域にかかわる体験や学習経験 

 

健康栄養学部  
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
健康栄養学部は、本学の建学精神に則って、健康科学と栄養科学を通

して、現代社会における生活習慣病等の基礎知識を理解し、予防医学

の観点から健康の維持・増進に寄与するために必要な理論的、実践的

知識と技術を涵養することを目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/health_policy.htm#01   
健康栄養学部は、健康を保つための手段として「栄養」をとりあげ、栄養的

手段がどの様に健康に役立つかを教育・研究します。また管理栄養士業務

が人を対象とした業務であることを理解し、心理学的スキルを含めた健康お

よび栄養についての理論的、実践的専門知識・技能を身に付け、学科の教

育課程に定める単位を修め、次の資質能力を備えた学生に卒業を認定し、

学士の学位を授与します。 

１．疾病の予防、早期発見、回復の各観点から、専門領域の高度化に対応

できる管理栄養士としての能力 

２．対象者の心理状態を把握し、適切に対応する知識・技術・コミュニケーシ

ョン力を持った「ココロの面からも対応できる管理栄養士」としての能力 

  
教育課程の編成及び実施に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/health_policy.htm#02 



  

  
健康栄養学部は、学位授与方針に定める人材育成の目標を達成するた

め、次の方針でカリキュラムを編成します。 

１．基礎的分野から専門領域までを連携させた体系的な科目配置を行う。 

２．講義・演習・実験・実習・実技の 5 つの授業形態を組み合わせて授業を

展開する。 

３．初年次教育として、管理栄養士に求められる知識・技能の前提となる基

礎的素養（栄養・食品・献立・健康管理の基礎知識）および社会人の基本的

姿勢・態度を修得するための科目を置く。 

４．「ココロの面からも対応できる管理栄養士」の養成を目指し、専門教育科

目として心理系と代替医療系から構成された「ココロを育む科目」を設定す

る。 

５．グループで主体的に取り組む課題を多く設定し、管理栄養士に求められ

る問題解決力、プレゼンテーション力、コミュニケーション力を身につけさせ

る。 

６．上位学年にゼミナール科目を設定し、様々なテーマについて学生が主体

的に調査・分析・研究できる環境を用意する。 

７．卒業後の職域に合わせた「栄養教諭コース」「健康栄養コース」「臨床栄

養コース」の 3 コースを設ける。3 年次からコースに分け、職能教育を強化

することにより管理栄養士としての将来像を在学中から具体的に描き、職能

人として自信と希望を持って卒業することができるようにする。 

  
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/health_policy.htm#03   
◆求める学生像 

健康栄養学部では、次のような学生の入学を期待しています。 

１．本学の健康栄養学部の特色である「予防医学を重視した管理栄養士

養成」と「ココロの面からも対応できる管理栄養士の養成」を理解し、将

来、食と健康のプロフェッショナルとなることを希望する人 

２．探究心旺盛で、食と健康に関する問題に興味を持っている人 

３．強い責任感と使命感を持っている人、学問に対しつねに真摯な態度

で取り組む人、協調性に富み、周囲からの信望が厚い人 

 

◆学んできてほしい内容 

１．理科（化学と生物）と家庭科を十分に習得していることを望みます。特

に化学（有機化学）に関する基礎学力が十分に習得できていることが大

切です。（入学後、化学（有機化学）に関する基礎学力を能力別に補う初

年次教育を実施しています。） 

 

経営学部 
 

 
教育研究上の目的   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/purpose.htm   
経営学部は、本学の建学精神に則って、豊かな教養を育み、人間を尊

重する経営の重要性を理解し実践する総合的知識と技術を涵養するこ

とを目的とする。  
卒業の認定に関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/business_policy.htm#01 



  

  
経営学部は、企業や自治体等の経営活動に対する深い理解と科学的な問

題発見・解決の技能を有し、「人間尊重の経営」の実践を通じ広く社会に貢

献できる力を身に付け、学部の教育課程に定める単位を修め、次の資質能

力を備えた学生に卒業を認定し、学士の学位を授与します。 

１．知識・理解 

 経営に必要な人的・資金的・物的な資源の扱いに関する知識を礎に、情

報を科学的に扱う技能を有し、経営活動を総合的に理解する理論的、専門

的な知識と技術を修得し、それらを活用することができる。 

２．汎用的技能 

 経営に対する知識に裏付けられた、企業や自治体等での活動を深く理解

する力を修得し、それを生かして問題を発見・分析し、わかりやすく提案し、

問題解決に向け円滑なコミュニケーションにより他者と協働していくことがで

きる。 

３．態度・志向性、及び総合的な学習経験と創造的思考力 

 体系的に修得した経営に関する知識と技術を実際に直面する課題に対し

て適用することで新たな価値を創造し、他者を尊重しつつ自律的に行動し社

会に貢献することができる。 
  

教育課程の編成及び実施に関する方針   
https://www.bunkyo.ac.jp/department/business_policy.htm#02 



  

  
経営学部は、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に定める人材育成の目

標を達成するため、次の方針でカリキュラムを編成します。 

１．教育課程の体系的編成 

 共通教育科目による幅広い教養の育成と、外国語科目によるグローバル

化に対応できる外国語運用能力の獲得、専門教育科目による専門領域の

深化を目標とした体系的な教育課程を編成する。専門教育科目について

は、経営に必要な人的・資金的・物的な資源の扱いに関する知識と情報を

科学的に扱う技能を修得し、企業経営・公共経営・会計の 3 つの分野で基

礎から始めて徐々に専門的知識を学ぶことで、幅広い知識と応用力を身に

つけるとともに、関心のある専門領域を深く研究できる教育課程を編成す

る。 

２．教育内容・方法 

 経営に関する知識と技能に裏付けられた「人間尊重の経営」を理解し実践

できる力を身につけるため、教員と学生の主体的対話を中心とした深い学

びを組み入れたゼミナール等の少人数教育を重視した教育課程を展開す

る。 

（１）１・２年次では小人数クラスの演習等の科目「知へのナビゲーション」、

「アカデミックリテラシー」、「社会人基礎力演習」、「知の探究」において大学

での学修活動の基礎を身につける。その一方、経営における人的・資金的・

物的な資源と情報を適切に扱う能力を基礎から段階的に学修する。あわせ

て企業経営・公共経営・会計の 3 分野について基礎から学修し専門性を深

める。3・4 年次ではゼミナールに所属して関心のある専門領域の理解を段

階的に進め、教員と学生の親密な対話と協働を基礎に学修活動の成果とし

て卒業論文をまとめる。 

（２）「人間尊重の経営」の考え方の修得のため、1 年次では「人間と経営

学」、2 年次では「人間尊重と経営」において考え方の基礎を形成し、心理

学・組織論・管理論・人材開発・人的資源管理・企業倫理・労働法等に関す

る科目により理解の拡大及び深化を促す。 

（３）授業方法として講義、演習、実習等を適切に組み合わせ、知識、技術

の修得を促進する。授業では主題に対する興味を喚起し学習への動機付

けを行い、試行錯誤の中から問題解決に向けた学修を促し，その振り返り

から次の学びにつなげる過程を取り入れる。また，その過程で他者との対

話を通じ自らの考え方の適用範囲を広げ成長を促す。 

（４）将来の進路を見据えキャリア形成科目として「キャリア形成基礎」、「社

会人基礎力演習」、「職業・キャリア指導」、「キャリア開発研究」等により、キ

ャリアを考える機会を提供する。 

３．特徴ある取組み・能動的な学修に向けた取組み 

 地方議会等と協働し実施するインターンシップ科目「公共経営実地演習」

に加え、企業や自治体等でのインターンシップ、各種公務員受験対策のた

めの課外プログラム、海外研修プログラムを設け、学外において専門的知

識や応用能力を学修できる場を提供する。 

  
入学者の受入れに関する方針   

https://www.bunkyo.ac.jp/department/business_policy.htm#03 



  

  
◆求める学生像 

経営学部は、文教大学の「人間愛」の理念の下で、社会のより良き一員

として生きていくための基礎能力を着実に修養し、そのうえで、経営資源

（ヒト・モノ・カネ・情報）を多面的に理解できる知識、経営で出現する情報

を的確に扱う科学的な技術、そして人を活かす考え方と手法を総合的に

活用する「人間尊重の経営」を実践できる人材の育成を目指していま

す。  

本学部は、このことに共鳴し人と学びあい成長する意欲を持った人を求

めます。 

◆学んできてほしい内容 

・高校までに身につけるべき基本的な学習姿勢 

・論理的な思考力 

・円滑なコミュニケーション能力 

・社会の事柄について問題意識を持つための幅広い知識・教養 

 

 
 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：Web 公開 

学部・大学院案内 

 https://www.bunkyo.ac.jp/department/index.htm 
大学組織・運営機構 

 https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/organi.htm 
 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織

の名称 

学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

教育学部 － 46 人 11 人 5 人 0 人 1 人 63 人 

人間科学部 － 28 人 9 人 4 人 0 人 1 人 42 人 

文学部 － 24 人 12 人 4 人 0 人 0 人 40 人 

情報学部 － 15 人 11 人 6 人 0 人 0 人 32 人 

国際学部 － 21 人 8 人 0 人 0 人 0 人 29 人 

健康栄養学部 － 12 人 4 人 0 人 0 人 0 人 16 人 

経営学部 － 10 人 4 人 2 人 0 人 0 人 16 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 553 人 553 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベースＵＲＬ等） 

公表方法：Web 掲載 

https://gakujyo.bunkyo.ac.jp/scripts/websearch/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・デベロップメント）の状況（任意記載事項） 

教育研究推進センターを主体に、毎学期末授業評価アンケートの実施、「授業改善のための学生・教

職員懇談会」を実施するなどの取り組みを行っている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

教育学部 350 人 348 人 99% 1400 人 1590 人 113% 0 人 0 人 

人間科学部 400 人 456 人 114% 1600 人 1786 人 111% 0 人 0 人 

文学部 360 人 394 人 109% 1440 人 1664 人 115% 0 人 5 人 

情報学部 285 人 305 人 107% 1140 人 1244 人 109% 0 人 0 人 

国際学部 245 人 263 人 107% 980 人 1148 人 117% 0 人 6 人 

健康栄養学部 100 人 107 人 107% 400 人 431 人 107% 0 人 0 人 

経営学部 165 人 172 人 104% 660 人 737 人 111% 0 人 0 人 

合計 1905 人 2045 人 107% 7620 人 8600 人 112% 0 人 11 人 

（備考） 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

教育学部 
373 人 

(100%) 

3 人 

(1%) 

358 人 

(96%) 

12 人 

(3%) 

人間科学部 
484 人 

(100%) 

26 人 

(6%) 

403 人 

(83%) 

55 人 

(11%) 

文学部 
390 人 

(100%) 

16 人 

(4%) 

339 人 

(87%) 

35 人 

(9%) 

情報学部 
281 人 

(100%) 

3 人 

(1%) 

244 人 

(87%) 

34 人 

(12%) 

国際学部 
254 人 

(100%) 

6 人 

(2%) 

229 人 

(90%) 

19 人 

(8%) 

健康栄養学部 
99 人 

(100%) 

1 人 

(1%) 

95 人 

(96%) 

3 人 

(3%) 

経営学部 
151 人 

(100%) 

1 人 

(1%) 

133 人 

(88%) 

17 人 

(11%) 

合計 
2032 人 

(100%) 

56 人 

(3%) 

1801 人 

(89%) 

175 人 

(8%) 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

 全ての授業科目について授業計画（シラバス）を作成し、Web で公表している。 

 授業計画を確実に計画・公表するために、Web シラバスシステムの入力必須項目として、

授業の方法及び内容・到達目標・成績評価の方法や基準を入力する欄を設け、さらに一般

授業（ゼミナール・教育実習等を除く）には 15 回分の授業計画を入力する欄を設けている。 

 

授業計画等に関する情報 

 https://www.bunkyo.ac.jp/guide/syllabus.htm 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
【様式第２号の３より再掲】 

 
学修の成果にかかる評価に当たっては、授業ごとにシラバスであらかじめ明示し、その方

法・基準に基づき単位を与えている。 

 例） 成績評価の方法 

  「授業への出席を基本として、期末課題 70%、授業内の提出物や参加態度 30%の割合

で、総合的に評価する。」 

 例） 成績評価の基準 

  「AA（100～90 点）（自分なりの問題意識をもち、課題を的確に理解し、授業に積極的に

参加している。授業の目的が十分達成されている）、A(89～80 点)(自分なりの問題意識をも

ち、課題を的確に理解し、授業に積極的に参加している)、B（79～70 点）（授業参加、提出

物については問題ないが、課題の理解力がやや不足している。）、C（69～60 点）（授業に参

加しているが、課題の理解力が不足している）」 

 
 卒業の認定に当たっては、学部・学科それぞれにおいて「学位授与の方針：ディプロマ・ポ

リシー」を策定し、Web 公開している。 

  教育学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/edu_policy.htm#01 

  人間科学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/human_policy.htm#01 

  文学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/liter_policy.htm#01 



  

  情報学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/info_policy.htm#01 

  国際学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/inter_policy.htm#01 

  健康栄養学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/health_policy.htm#01 

  経営学部： https://www.bunkyo.ac.jp/department/business_policy.htm#01 

 

 各学部・学科で定めた「学位授与の方針：ディプロマ・ポリシー」にのっとり、卒業の認定を

実施している。 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

教育学部 
学校教育課程 130 単位 ○有・無 単位 

心理教育課程 130 単位 ○有・無 単位 

人間科学部 

人間科学科 124 単位 ○有・無 単位 

臨床心理学科 124 単位 ○有・無 単位 

心理学科 124 単位 ○有・無 単位 

文学部 

日本語日本文学

科 

128 単位 ○有・無 
単位 

英米語英米文学

科 

128 単位 ○有・無 
単位 

中国語中国文学

科 

128 単位 ○有・無 
単位 

外国語学科 128 単位 ○有・無 単位 

情報学部 

情報システム学科 124 単位 ○有・無 単位 

情報社会学科 124 単位 ○有・無 単位 

メディア表現学科 124 単位 ○有・無 単位 

国際学部 
国際理解学科 124 単位 ○有・無 単位 

国際観光学科 124 単位 ○有・無 単位 

健康栄養学部 管理栄養学科 130 単位 ○有・無 単位 

経営学部 経営学科 124 単位 ○有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/pdf/GPAhyoukahou.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
 https:// 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：Web 掲載 

キャンパス・施設案内 

 越谷キャンパスマップ 

  https://www.bunkyo.ac.jp/guide/info/campus_koshi.htm 

 湘南キャンパスマップ 

  https://www.bunkyo.ac.jp/guide/info/campus_sho.htm 

主な交通手段 

 越谷キャンパス 

  https://www.bunkyo.ac.jp/access/koshi.htm 

 湘南キャンパス 

  https://www.bunkyo.ac.jp/access/shonan.htm 

キャンパス・施設案内 

  https://www.bunkyo.ac.jp/guide/info/campus.htm 

 



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 授業料 入学金 その他 

備考（任意

記載 

事項） 

教育学部 学校教育課程 837,000 円 280,000 円 270,000 円  

心理教育課程 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

人間科学部 人間科学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

臨床心理学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

心理学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

文学部 日本語日本文学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

英米語英米文学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

中国語中国文学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

外国語学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円 

160,000 円 

 

情報学部 情報システム学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

情報社会学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

メディア表現学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

国際学部 国際理解学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

国際観光学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円  

健康栄養学部 管理栄養学科 812,000 円 280,000 円 270,000 円 

130,000 円 

 

経営学部 経営学科 742,000 円 280,000 円 270,000 円       
 

※2 年次以降授業料は毎年、12,000 円加算改定。 

※卒業要件にかかわらない免許・資格を取得するのに必要な費用は別途徴収。 

※.実験・実習・演習に伴う費用は別途徴収することがある。 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組の概要 

学生支援方針（https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/student_service_policy.htm）に基づき、教務

委員会・教務課・教育支援課を主体に、履修に関する相談受付、成績不振者への面談、学内学外の

奨学金情報の収集・広報、を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組の概要 

学生支援方針（https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/student_service_policy.htm）に基づき、キャ

リア支援課を主体に、合同説明会の開催、インターン情報の収集・広報、外部講師を招いての講習

会開催、SPI 試験対策講座などを行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組の概要 

学生支援方針（https://www.bunkyo.ac.jp/guide/gaiyou/student_service_policy.htm）に基づき、医務

室・相談室・学生相談室を主体に、健康診断・面談・カウンセリング・セラピーを行っている。 

 

 



  

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：Web 掲載 

教育情報等の公表 

 https://www.bunkyo.ac.jp/guide/torikumi/publicinfo.htm 

 


